
写 真 部
長生高校写真部は、撮影会や講評会などの全体活動をとおし、長高祭や高等学校総合文化祭での作品

発表及びコンテストの応募を目標に、作品づくりに励んでいます。

長高祭（文化祭）を実施 2018.7

長生高校の文化祭である長高祭が実施されました。7 月 7 日（土）に一般公開が行われましたが、多
くの来場者に写真部の展示をご覧いただきました。

各自でテーマを設け、組写真を作成。 作品展示作業 多くの方にご覧いただきました。

第 42 回全国高等学校総合文化祭出展 2018.8

高等学校文化連盟主催の全国高等学校総合文化祭に、千葉県代表 10 名の中に選ばれ参加しました。
全国から集まった選りすぐりの作品を鑑賞しながら様々な行事に参加し、交流と研鑽を行いました。

奨 励 賞 「 勝 負 」 斉藤 夏音（2 年）
文化連盟賞 「 雷の日 」 川口 彩織（3 年）
文化連盟賞 「いたずらの予感」 石橋 沙希（3 年）

松本城の前で記念撮影 パレードを見学 会場の豊科近代美術館で

松本市内で行われた撮影会 本校生徒の作品が奨励賞を受賞し、審査員から講評を受けました。

昨年度に引き続き、今年度も本校生徒が全国表彰されました。 来年度のさが総文を目指して

今後の活動もさらに頑張ります。
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新入生歓迎の作品制作を実施 2018.4

今年度は 10 人の 1 年生が入部しました。早速先輩部員と班を組み、1 つの部活動をテーマにした組

写真をつくることにしました。新入部員は先輩達から撮影や印刷、そして作品編集の方法を教わりなが

ら、1 つの作品を完成させるまでのプロセスを体験することができました。どの班の作品も素晴らしく、

後日行われた講評会でお互いの作品を批評しました。

班ごとに部活動を決めて撮影をさせていただきました 作品に使う写真を班ごとに選考

写真を作品にするためにレイアウト 他の班の作品に対する講評を記入 講評を読んで今後の参考に

撮影会を実施 2018.5

定期考査の最終日に当たる 5 月 24 日の午後に、茂原公園及びその道中で撮影会を実施しました。1

年生もカメラの扱いにはすでに慣れ、暑いくらいの陽気でしたが、清々しい青空のもとで満足のいく写

真を多く撮ることができました。

マクロ撮影に挑戦 お互いをモデルに 遊具で遊ぶ子どもカメラで追いました

小さなモデルに皆夢中 楽しかった茂原公園を後に帰路に お互いの作品を見て記憶が蘇ります
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フォトブックの作成と講評会を実施 2018.2

この１年間で部員各自が撮影した写真の集大成として、フォトブックを作成しました。たくさんの写

真を見返しながらテーマを決め、そして、編集へと作業を進めていきました。今年はⅬ判に印刷した写

真を小さなアルバムに貼るスタイルが多く見られましたが、昨年同様フォトショップを駆使してページ

の編集を行った作品も見られました。

その後の講評会では、気に入った作品への投票も行いました。

完成した作品を閲覧 お互いの作品にコメントを記入

人気投票の結果

１位 西山 葵（2 年）

テ ー マ： Animal

作者より： 様々な生き物たちの可愛い癒しの瞬間や、かっこよくも美

しい瞬間を、１眼レフならではの高画質でじっくり見せた

いと思いました。見開きで 1 枚になるような印刷や、色彩

を変更したりして、楽しく見てもらえるようにしました。

部員講評： どの動物もいい瞬間を捉えていて、見ていて楽しいアルバ

ムでした。特に鯉の見開きのページは迫力があり、水面で

餌をねだる鯉に吸い込まれそうですね。

２位 石橋 沙希（2 年）

テ ー マ： GRAND FA(RM/TH)ER

作者より： 畑で仕事をしている、私の祖父の手を中心に撮影した写真

で構成しました。1 つの物語になるように、最初に畑の入

り口、最後に後ろ姿の写真をそれぞれ使いました。

部員講評： おじい様の畑での努力が伝わってきました！ 1 日の流れが

よくわかるストーリー性があって、素敵だなと思いました。

おじいちゃんの手のしわから、素晴らしい年の重ね方をし

たんだなってことが伝わってきました。

３位 金坂 奈桜（2 年）

テ ー マ： 自 然

作者より： 水、火、動物、虫、花など自然に関連する写真を集めまし

た。できるだけ多様な写真を盛り込みましたが、見開きで

同じジャンルの写真となるように構成しました。

部員講評： すべてがきれいな写真で、構成も工夫されていて良いと思

いました。特に火の写真が幻想的で素敵でした。

統一されたテーマの中で違った写真が色々あって、見応え

がありました。
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第 24 回関東地区高等学校写真展に出展 2018.2

高等学校文化連盟主催の関東地区高等学校写真展に、千葉県代表 20 名の中に選ばれ参加しました。

関東地区から集まった選りすぐりの作品を鑑賞し、また、審査員の講評や講演を聴きながら研鑽を行い

ました。

奨励賞 「もう１回♪」 金坂 奈桜（2 年）

奨励賞 「大漁へ…！」 石橋 未雪（1 年）

会場のさいたま市文化センター 出展作品を前に記念撮影 選りすぐりの作品を鑑賞

第 43 回千葉県民写真展に応募 2018.2

全日本写真連盟主催の千葉県民写真展に応募し、10 名が入賞しました。

優秀賞 「うたた猫」 西山 葵（2 年）

全日本写真連盟賞 「一等賞」 斉藤 夏音（1 年）

審査委員長賞 「あと一歩」 石橋 未雪（1 年）

秀 作 「届け」 鶴島 もな（2 年）

秀 作 「一意専心」 杉田 果穂（1 年）

秀 作 「sunset shabon」 中村 千春（2 年）

秀 作 「ピース」 兒玉 爽花（2 年）

秀 作 「届け！この音色」 石橋 沙希（2 年）

秀 作 「会心の一撃」 石井美彩妃（2 年）

秀 作 「晩餐」 川口 彩織（2 年）


